
（0） 0000年00月00日笑顔大好き

Vol.1182026（R.8）.5.24

◀︎
県
立
中
央
病
院
の
小
田
病
院
長
と
同
病
院
の
機
能
の
充
実

と
新
県
立
病
院
の
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。
（
令
和
８
年
４
月
15
日
）

　皆様には、常日頃から私の政治活動に対し、温かいご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　本年４月１日に県立中央病院に小田竜也病院長が就任しました。小田病院長は、消化器外科医であり、前職は筑波
大学附属病院の副病院長を務めた方で、昨年９月には、筑波大学附属病院で41年ぶりとなる膵臓と腎臓の同時移植
手術を手術部長として実施するなど、卓越した技術をお持ちです。
　今回の就任は、県立中央病院の更なる機能の充実に加え、県立こども病院との統合を見据えた９年後の新県立病院
の開院に向けた構想の策定に、大きな力を発揮されることへの期待の表れであります。地元の皆様とともに歓迎して
おります。私は早速、笠間が大好きだと言う小田病院長と面会して、諸問題について、意見交換をしました。
　なお、前任の島居徹病院長は、新たに県病院事業管理者に就任されました。新旧病院長の力強いタッグにより、新
県立病院が県民の命を守る砦になりますよう願うとともに、私も一緒に頑張ってまいります。

日　　時：2026（R8）年８月２日（日）　14時～15時（予定）
場　　所：笠間市友部公民館 3階 大ホール　住　所：笠間市中央3丁目3-6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　ＴＥＬ：0296-77-7533
県政報告：新県立病院の整備構想など今任期中に取り組んできた事柄について
　　　　　報告を行います。
特別講演：演題「高市内閣の日本成長戦略」（仮題）
講　　師：城

き
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 日本成長戦略担当大臣・内閣府特命担当大臣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （規制改革、経済財政政策）
　皆様お誘い合わせのうえ、お早めにご来場ください。

とこい洋治県政報告会のご案内

県立中央病院に小田新病院長が就任

・引き続き、保健福祉医療委員会で活動・引き続き、保健福祉医療委員会で活動
・予算特別委員会委員長に就任・予算特別委員会委員長に就任

城内大臣



令和5年県議会１月臨時会を終えて
（令和5年1日20日～23日、4日間）

令和8年県議会第1回定例会を終えて
（令和8年2月26日～3月24日、27日間）

令和3年県議会4月臨時会（令和3年4月28日）
第2回定例会（令和3年6月1日～6月18日、18日間）を終えて
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令和8年度県一般会計当初予算を可決

　（前年度比7.6%増）過去最大の規模

予算のポイント
〈予算編成の基本的考え方〉
・人口減少時代の「新しい茨城」づくり
①「活力があり、県民が日本一幸せな県」の実現に向け、「新
しい豊かさ」、「新しい安心安全」、「新しい人財育成」、「新
しい夢・希望」の４つのチャレンジに取り組む。
②その中でも特に重点的に進める３つの取組として、「本
県に他地域にはない特長をつくるための『差別化』」、「本
県の将来の発展を見据えた『インフラへの投資』」、「『多
様な人財』が活躍できる社会の実現」を推進。
③併せて、経済の好循環に向けて物価高対策を推進。

〈財政健全化に向けた取組〉
・将来世代の受益に繋がる事業に大胆に取り組むととも
に、スクラップ・アンド・ビルドの徹底などにより限ら
れた財源の有効活用を図り、本県が将来にわたって発展
していくための、健全な財政構造を確立する。
・令和８年度当初予算では、後年度負担の軽減を図るため、
投資的経費に充てる財源の一部に一般財源を使用するな
ど、総額204億円の県債発行抑制に取り組んだところ。

【財政健全化に向けた目標】
・県債残高を前年度以下に縮減。
・プライマリーバランスの黒字の維持。

〈県債（借金）残高は５年連続の減〉
・県債残高は令和８年度末に１兆9,178億円となる見込み
で、前年度(R7)末から401億円の減。

〈プライマリーバランスは黒字を維持〉
・プライマリーバランスとは、その年度の行政サービスに
必要な歳出が県税や地方交付税などその年度の収入で賄
えているかどうかを表す指標である。県税収入の増や行

革努力などによりプライマリーバランスは801億円の黒
字となる見込み。

〈公共事業費は必要額を確保〉
・公共事業全体（特別・企業会計含み）については、前年
度比5.9%増の1,171億円を計上。
・「防災・減災、国土強靭化の推進」に係る国経済対策分
を令和７年度最終補正で409億円計上しており、合算し
た事業費は1,580億円。
・県単公共については、道路等の維持管理に係る労務費等
の上昇分を反映したことなどにより、前年度比10.6％増
の343億円を計上。

〈県税収入は過去最大、一般財源総額も前年度より増〉
・県税は、対前年度比2.1％増の4,471億円を計上。他県と
の清算金を合算した県税ベースでは、対前年度比4.0%、
197億円増の5,150億円となる。そのうち個人県民税は給
与所得や金融所得などの増により前年度比9.7%、121億
円増の1,378億円を計上。
・地方交付税は、対前年度比10.5%、213億円増の2,247億
円を計上。また臨時財政対策債は、前年度に引き続き発
行なし。県税（清算後）、地方交付税と地方譲与税等を
合わせた実質的な一般財源総額は対前年度比9.0%、687
億円増の8,317億円となる。

〈一般財源基金からの繰入金〉
・後年度負担軽減の観点から、県債発行の抑制などのた
め、一般財源として使用することから、一般財源基金
202億円を繰り入れ。
・一般財源基金は令和８年度末で1,094億円程度の見込み。

特に重点的に進める３つの取組
【Ⅰ　他の地域にない特長をつくるための「差別化」】
・県北地域振興のため、日立共創プロジェクトの推進や、
「里山資源」を活用したコンテンツ造成等により地域活
力を創出。
・新産業を育成し魅力的な働く場を創出するため、成長分
野進出支援やベンチャー企業育成等に加え、クリエイテ

⑴国補正関連分
・医療機関等物価高騰対策支援事業	 1,643百万円
・福祉施設等物価高騰対策支援関連事業	 1,482百万円

新　子ども食堂等緊急支援事業 	    19百万円
・医療施設等経営強化緊急支援事業	    849百万円
・介護事業所等生産性向上推進事業	    882百万円
新　日本酒原料米価格高騰緊急支援事業	     86百万円
新　木材利用促進施設整備事業	 71百万円
・公共事業	 【全会計29,556百万円】26,963百万円
⑵今後の財政需要を踏まえた対応
・退職手当基金積立金	 5,822百万円
・財政調整基金積立金	 26,163百万円

◎当初予算　　　1兆3,599億24百万円

　令和８年第１回定例会は、2月26日から3月24日までの27日間開かれ、令和８年度当初予算、令和７年度補正予算及び
条例案など83件の議案が可決、承認されました。

令和7年度2月県一般会計補正予算を可決

主な事業

◎補正予算　　　　　  581億43百万円
◎補正後予算　　1兆3,588億93百万円



令和5年県議会１月臨時会を終えて
（令和5年1日20日～23日、4日間）

令和8年県議会第1回定例会を終えて
（令和8年2月26日～3月24日、27日間）

令和3年県議会4月臨時会（令和3年4月28日）
第2回定例会（令和3年6月1日～6月18日、18日間）を終えて
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・直轄事業負担金	 170億円
・補助事業	 657億円
［地元笠間市関連（主な箇所）］
　（当初予算分）
・地方道路整備事業…国道355号、大洗友部線、石岡城里
線
　（経済対策分（令和7年度補正予算））
・国補河川改修事業…涸沼川
・耕作条件改善事業…大池田上福田
・県営かんがい排水事業…押辺・安居２期
・経営体育成基盤整備事業…笠間大渕
②県単公共（全会計）	 343億円（対前年度比＋10.6%）
・新最終処分場関連道路の整備による増や道路等の維持管
理に係る労務費等の上昇分を計上。

［地元笠間市関連（主な箇所）］
・公園施設事業…笠間芸術の森公園
・市町村下水道整備支援事業…笠間市
・水田畑地化推進事業…笠間

〈中央病院関係〉
・県立３病院の統合医療システム更新事業	 32億円
①電子カルテシステムをはじめとする薬剤・検査・放射線・
栄養等の各部門で使用する約80 種類のシステムの更新
②県立３病院の端末（約1,900台）の更新
　（うち県立中央病院　約1,200台、17.4億円）

ィブ・コンテンツ産業のアニメ分野を開拓。
・付加価値向上等による儲かる農林水産業の実現のため、
スマート農業技術の活用等による有機農業の拡大や、ウ
ナギ資源増大対策等を進めるとともに、海外市場への進
出を促進。

【Ⅱ　将来の発展を見据えた「インフラへの投資」】
・つくばエクスプレス土浦延伸計画の具体化に向けた必要
な追加調査・分析を実施。
・茨城空港ターミナルビル拡張に向けた整備方針案を策
定。32百万円。
・中央病院とこども病院を統合した新県立病院の整備に向
け用地取得等に着手。基本計画策定費35百万円、用地
取得費６年間の債務負担行為32億円。
・阿見町実穀地区において新たな工業団地を造成。
【Ⅲ　「多様な人財」が活躍できる社会の実現】
・ひとり親世帯の仕事と育児の両立のため、家事・育児負
担を軽減する支援員を派遣。 
・外国人との秩序ある共生社会実現に向け、生活ルール啓
発や地域での関係構築支援、外国人児童・生徒への日本
語支援体制等を充実。
・外国人雇用の適正化促進のため、事業者への巡回訪問体
制を強化。

〈社会資本の整備〉
①国補公共（全会計） 	 827億円（対前年度比＋4.0%）

うにするため、新県立病院を含めた各病院において、各々
の特徴も踏まえながら、主体的に検討を進めている。

常井委員 公的4病院の話が進まなければ、新県立病院
の方向性も決まらないので、早期に方向付けをすべきだ。
公的拠点病院は、いつ頃決定する見込みなのか。

浅野医療提供体制再編担当課長 2つの拠点病院が担う
高度医療として「がん」、「小児」、「周産期」、「脳卒中」、「循
環器」、「救急」を想定し、ワーキング会議で議論を進めて
いる。公的拠点病院を担う主体については、現在、公的4
病院が中心となって議論を進めており、現時点で具体の時
期を申し上げることはできないが、引き続き、公的拠点病
院を担う主体の検討も含めてワーキング会議で議論してい
く。

常井委員 そろそろ決まらないと全体が進まなくなって
しまう。スピード感を持って取り
組んでもらいたい。新たな病院を
作るためには、土木や建築など各
分野の職員を集約した準備室を設
けるべきではないか。

丹経営管理課長 令和8年度の
計画策定には、ハード面の整備方
針も含まれるため、土木職が週1
日程度病院局に駐在して検討を進
める予定である。他県での準備室
の設置事例を見ながら関係部局と
調整し、必要な体制強化に取り組む。

常井委員 新県立病院は県内で唯一の県立総合病院とな
ることから、救命救急センターを設置すべきである。全国
の状況はどうか。

浅野医療提供体制再編担当課長 県立の総合病院が県内

【病院局・保健医療部】
常井委員 新県立病院の基本構想案では、（各項目毎に

「強化」としたが、新県立病院整備検討委員会の委員から、
（単に）「整備」と記載すべきとの意見があったが、どう受
け止めているのか。

丹経営管理課長 委員からは、がん・小児・周産期は、
「強化」で構わないが、それ以外の部分は、地域医療構想
調整会議などで検討中のため、「強化」の記載は適当では
ないという意見があった。第3回委員会での対応を検討し
ている。

常井委員 県立で唯一の総合病院なので、維持するだけ
で、発展しないというのはあり得ない。しっかり「強化」
して、良い病院にしていくべきだ。また、（水戸保健医療
圏の病院の）再編に係る基本的な方針が発表されてから1
年が経過したところであり、当初は県立2病院の統合を契
機として病院再編を牽引するという話だった。その後、公
的4病院の統合、機能分化に向けた議論は加速化されてい
るのか。

浅野医療提供体制再編担当課長 現在ワーキング会議で
は、周辺医療圏の受療動向も含めて、「救急」や「入院」、「外
来」など、必要な医療を地域住民が変わらず受けられるよ

令和8年第1回定例県議会（R8.2.26～3.24）
保健福祉医療委員会質疑要約（R8.3.12、13）
●新県立病院は、従来の機能を「強化」していくべ
きだ。

●新県立病院に救命救急センター設置は必須だ。
●保育士確保のために、奨学金支援を。
●不登校児童のために、学童施設の活用を。
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▲県立IT未来高校の第一期生39名が卒業を迎
えた。AIやロボットの変革の時代の先端を切
り拓いてもらいたい。（R8年3月）

▲岩間中学校創立60周年を記念した「ひとつば
祭」で、地元の二葉（によう）書道会による「ふ
で舞」が披露された。（R8年3月）

▲11名の新入学生を迎えた岩間二小の入学式
で、元気良く、楽しい学校生活が送れるよう
あいさつ。（R8年4月）

とこい洋治が見つけた地元の元気！　

HPアドレス●https://tokoiy.jp/をぜひご覧ください。
フェイスブックもどうぞご覧ください。皆様のご意見をお待ちしています。

常井委員 子ども食堂等緊急支援事業について、精米を
配付するとのことだが、実態はどうなっているのか。金銭
面の補助はできないのか。

平根青少年家庭課長 県では、民間事業者等からの寄付
を受け、「子ども食堂サポートセンターいばらき」を通じて、
各子ども食堂へ精米の配送を実施している。昨今の物価高
騰を受け、民間事業者等から、精米の入手が難しいとの声
があり、本事業を提案した。子ども食堂への支援について
県では、市町村等の取組やネットワーク構築への支援を行
っており、金銭面の補助については、市町村等の補助制度
を案内している。

常井委員 保育士確保のために、保育士対象の奨学金制
度を設け、安定した生活を支援する施策を行うことで、県
外流出を防げると考える。県として、このような大局的な
施策を行っていくべきではないか。保育人材確保のために、
奨学金の返済支援などがなければ、県内の保育士はいなく
なってしまう。福祉部として当然取り組むべき施策である。

菊地子ども未来課長 引き続き、総合的な保育士確保
対策に取り組む必要があると考えている。

常井委員 不登校に関する意見書を国に対して、提出す
る予定となっている。放課後児童クラブ（学童）は、子ど
も達の居場所、学習の機会としてふさわしいと考える。学
童のよいところを活用してはどうか。

楊箸少子化対策課長 委員提案の日中における放課後児
童クラブでの預かり等については、現行の国の補助制度で
は適用外になることや、学校が出席扱いになるための要件
など、様々な課題があるので、教育部門とも連携しながら
勉強していきたい。

常井委員 制度を整備することを国に申し入れるので、
部として研究してほしい。子どもが小さいときは福祉部、
学校にあがったら教育庁という枠組みではなく、子どもの
成長をみんなで見守っていけるような仕組みを作っていっ
てほしい。

市村福祉部長 子どもの成長をみんなで見守ってという
発言がとても心に刻まれる言葉である。その思いをしっか
り受け止め、こども計画の中でも子どもの居場所づくりを
定めていることから、勉強していきたい。

で1つであるところは全国で9か所。その中で三次救急を
担っているのは7か所、二次救急であるのは本県と滋賀県
の2か所である。

常井委員 そのような状況を鑑みると、救命救急センタ
ーの設置は、必須であると確認できた。三次救急体制を実
現してもらいたい。

【保健医療部】
常井委員 健康長寿日本一を目指す条例（議員提案条例）
に基づき、県民の健康づくりに向けた取組を進める中、が
ん・循環器病対策推進室が、疾病対策課から健康推進課へ
移管することにより、今後どのような効果があるのか。

丸山保健医療部長 疾病対策課においては、健康増進の
「予防」の部分が担えていなかった。それぞれが持ってい
る生活習慣病に関するデータが有機的に相互に連携するこ
とで効果的な取組に繋がると考えている。

【福祉部】
常井委員 茨城県ケアラー支援推進計画は、「茨城県ケ
アラー・ヤングケアラーを支援し、共に生きやすい社会を
実現するための条例」（私が関与した議員提案条例）に基づ
き、策定されている。条例は、ケアラーへの気づきが重要
であるという考えに基づき制定された。今回、第2期計画
の策定を進めているが、第1期計画で取り組んだ結果はど
うだったのか。

齊藤福祉政策課長 最優先事項として学校を通じたヤン
グケアラーの啓発が全ての学校で行われ、一定程度効果が
あったと考えている。また、専門職等の知見を広げてもら
うため、多職種参加の合同研修会を開催し、人材育成を図
っている。具体的なヤングケアラーへの支援事例として、
病気の親をケアする世帯やきょうだいをケアする世帯など
に対し、教員や市町村の福祉担当職員等が連携して必要な
サービスにつなぐことができた事例がある。

常井委員 第2期計画を策定するためには、第1期計画
を総括し、その結果を反映していく必要があるのではない
か。

齊藤福祉政策課長 具体的な事例も把握できているの
で、それらを踏まえながら対応を図っていきたい。また、
第2期計画では、ダブルケアやワーキングケアラーといっ
た新たな課題に対しても、広く啓発等を図っていく。
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